
問合せ先：先進科学センター
（３５２１）

先進科学プログラム
オムニバスセミナー開催

※どなたでも聴講できます

講演タイトル

要 旨

みなさんは介護の経験がおありでしょうか。

介護は「する／される」の関係をこえた双方向のコミュニケーショ
ン、あるいは複数の人間がアレンジしておりなす共同実践です。

この経験においては、どちらが主体でどちらが客体かがはっきりと
はわからず、主体が曖昧化していき、ひとつの出来事がつくりあげ
られます。

食べることや排せつすること、風呂に入ることといった、ごくあり
きたりの経験のなかから、人間を理解するチャンスが訪れる、介護
とはそのような出来事です。報告者の参与観察の記録をふまえて、
介護の魅力や醍醐味を、お話しさせていただきます。

主体と客体のはざまで
―介護現場の参与観察から

日 時：

講 師：

場 所：

平成２９年１２月１５日（金）
１６:１０～１７:４０
深田 耕一郎氏
女子栄養大学 専任講師
先進科学センター会議室
（理学部２号館２階２０９号室）
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